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ルの設計は，側方土圧に対する荷重係数を 1 .0 以下の値にしてトンネルを曲げ卓
越の状態にするのが安全側の設計であると考えた．また，既往のトンネルの変形
事例や東京都内における地盤調査データの統計値をもとに，側方土圧に対する荷
重係数の下限値を提案した．  
第４章は，各種荷重条件下での設計の合否判定基準になる耐荷性能，変形性能，
止水性能および耐久性能の限界値と安全係数とを示した章である．公的な基準類
に定めがない限界値の算定方法と安全係数とを提案し，その根拠について論じて
いる．まず，載荷試験結果をもとに，セグメント本体部および継手部の曲げに対
 
論文概要（和文）－３ 
する部材係数について定量的な値を提案した．次に同じ載荷試験結果をもとに，
継手部がコンクリートでせん断破壊する場合の耐力算定式と部材係数とについて
提案を行った．また，継手部の変形性および止水性の照査に対して，既往のシー
ルド工事における継手部の目違い量と目開き量の統計値をもとに，それらの限界
値の考え方を示した．  
第５章ではすべての荷重条件に対して，精度よく応答値を算定できる構造解析
モデルについて論じている．シールドトンネルは多くのセグメントと継手から構
成される構造物であり，設計用の応答値はそれらの力学的な状況を再現できる構
造解析モデルが必要となる．このことから，はり－ばねモデル計算法を標準解析
モデルとし，この解析モデルの高精度化を検討した．具体的には載荷試験結果を
もとにして，セグメント継手およびリング継手に関する精度の高いモデルを提案
した．また，これらの継手モデルを用いたはり－ばねモデルによる計算を行い，
載荷試験結果と比較して，その解析精度を検証した．  
第６章は施工時荷重の照査方法について論じた章である．まず，既往工事の施
工中に生じたセグメントの損傷を調査し，既往のシールド工事で得られたひび割
れの実績から，照査すべき荷重状態として，ジャッキ推力およびテールシール圧
が想定される施工時の状態を検討した．次に，ジャッキ推力については，隣接す
るセグメントの組立状態に目違いや目開きなどがない場合とある場合とに分けて
検討した．それらがない場合は模型実験結果をもとに照査式と限界値とを示した．
目違いや目開きなどある場合は，実工事におけるそれらの程度と模型実験におけ
る損傷の状況との比較から，設計施工上の留意事項を示した．また，テールシー
ル圧による施工時状態に関しては，既往の工事現場における計測結果と構造計算
の結果とを比較勘案して，セグメントの損傷に対して品質を保証する上での設計
の考え方を提案した．  
第７章では耐久性の照査方法について具体的な設計方法とその根拠について論
じている．まず，首都圏にある多くの地中送電用トンネルの維持管理データをも
とに，鉄筋の腐食，ひび割れおよび漏水についての全体的な劣化の傾向を分析し
た．次に，シールドトンネルの内空側の詳細な劣化調査を行い，鉄筋が腐食する
原因について分析し，これをもとにかぶりとひび割れがトンネルの耐久性を保証
する重要な設計の検討項目であることを指摘した．最後に，耐久性を保証するか
ぶりの構造細目とひび割れ幅の照査方法とを提案している．  
第８章はシールド工事の各種検査基準と性能照査型設計法との整合について論
じた章である．設計法の変更に伴って変更になるシールド工事の検査項目を整理
し，とくにジャッキ推力試験の合格値やボルトの締付けトルク等についての管理
上の注意点を示している．  
第９章は結論であり，本研究で得られた知見をまとめている．  
